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は　じ　め　に

　　Einleitung

　電源立地や新しい産業立地の形成に際しては，従来の物理・化学的な立地調査だけでなく，入

間の生存環境としての多様な自然環境や多彩な生物社会の動態に関しての十分な事前調査；アセ

スメントが前提となる。

　とくに東京湾沿い川崎市域の埋立地東扇島などのエネルギー基地としての利用に際しては，生

物的環境あるいは植生を指標とした自然環境の出田：，積極的な回復・創造に対しての詳細な現地

調査が必要である。

　東京湾沿いの産業立地は，現状では残存自然植生はもとより，様々な人為的干渉下に持続して

いる各種代償植生まで含めても，植物砂漠化が我が国でも，もっとも進んでいる地区と言える。

　逆U字形の東京湾沿いの産業立地帯でも，もっとも自然の多様性や生物祉会の多彩性が貧化し

ている，非生物材料による人工環境化が進んでいるのは川崎市である。とくに東海道線以南の臨

海部で自然環境，植生，動物群集も含めた生物環境が磁化を強要されている。

　川崎市地区に象徴されるような過密産業立地に建設される新しいエネルギー基地の設定にあた

っては，単に現状のアセスメントだけでは不十分である。積極的に立地固有の緑豊かな自然環境

を植生学的，生態学的な処方箋にしたがって創造すべきである。

　耐油セこは川崎市域全域および周辺30km圏の植生調査結封ミがまとめられている。さらに抽象化

の操作により抽鵡・決定された植生単位の具体的配分図としての植生図化が行われている。すな

わち現状診断図としての現存植生図と，その土地固有の緑の環境創造の生態学的な処方箋ともい

うべき潜在自然植生図の作製が現地調査を基礎に実施された。

　これらの植生調査と現存および潜在自然植生図を基礎に川崎市の佳1然環境診断が行われ，また

自然環境の保存・保全についても考察された。また川崎市の産業立地やエネルギー基地の中やま

わりにもつとも必要な，人間の本質的な共存者一生きている構築材料；植生　　を利用して積

極的な環境創造を計薩レ実施するための生態学的な提案が行われた。

　本調査の実施にあたり，種々御援助いただいた東京電力株式会社第一立地部の皆様，尾瀬林業

株式会社の佐々木豊弥緑化部長，現地調査に協力いただいた秋田県立大曲農業高校教諭　望月陸

夫氏に謝意を表したい。


